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月121212 定 例 議 会

10日から17日までの8日間の会期で開催されました。
補正予算7件、条例改正・制定15件、その他4件が

提出されました。
審議の結果、全ての議案を原案通り可決しました。
6人の議員が『教育環境』『医療福祉』『地域振興』『町

財政』その他町の課題等について一般質問をしました。

議議議

案案

鈴
木

勲
議
員

安
全
な
水
を
安
定
供
給
す

る
た
め
、
改
定
は
必
要
で
す
。

（
賛
成
一
九
反
対
三
可
決
）

●
水
上
給
食
セ
ン
タ
ー
に
関

す
る
条
例
の
改
正

原
澤
良
輝
議
員

学
校
施
設
整
備
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
あ
り
、
給
食
セ

ン
タ
ー
併
設
の
要
望
も
出
て

い
る
の
に
、
な
ぜ
廃
止
す
る

の
で
す
か
。

（
賛
成
一
九
反
対
三
可
決
）

●
に
い
は
る
幼
稚
園
移
転
に

伴
う
学
校
設
置
条
例
改
正

穂
苅
清
一
議
員

幼
保
一
元
化
の
認
定
こ
ど

も
園
で
、
官
か
ら
民
へ
の
運

営
は
幼
児
教
育
に
は
な
じ
み

ま
せ
ん
。

阿
部
賢
一
議
員

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の

教
育
環
境
整
備
事
業
で
あ
り
、

温
か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た

国
に
よ
る
見
直
し
論
議
が
始

ま
っ
て
お
り
、
来
年
三
月
ま

で
に
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
す
。

時
期
尚
早
で
す
。

林

一
彦
議
員

認
定
こ
ど
も
園
は
、
改
修

工
事
も
進
ん
で
お
り
、
新
治

地
区
住
民
は
、
来
年
四
月
の

開
園
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま

す
。

（
賛
成
一
九
反
対
三
可
決
）

●
誘
致
企
業
の
優
遇
措
置
拡

大
に
関
す
る
条
例
改
正

穂
苅
清
一
議
員

誘
致
企
業
の
進
出
に
は
、

町
土
地
開
発
公
社
職
員
が
用

地
買
収
や
造
成
業
務
を
行
い

ま
す
。
固
定
資
産
税
の
免
除

も
三
年
で
十
分
で
す
。

（
賛
成
二
〇
反
対
二
可
決
）

●
水
道
料
金
の
統
一
を
す
る

条
例
改
正

原
澤
良
輝
議
員

住
民
の
納
得
を
得
ら
れ
な

い
料
金
改
定
で
す
。

だ
き
た
い
。

（
賛
成
一
八
反
対
四
可
決
）

●
町
敬
老
祝
金
減
額
の
条
例

改
正

（
賛
成
一
七
反
対
五
可
決
）

※
同
改
正
案
の
修
正
動
議

久
保
秀
雄
議
員

行
財
政
改
革
行
動
指
針
に

基
づ
く
見
直
し
に
そ
ぐ
わ
な

い
動
議
で
す
。穂

苅
清
一
議
員

敬
老
祝
金
を
約
一
割
引
き

下
げ
る
修
正
案
に
賛
成
で
す
。

中
村

正
議
員

子
育
て
支
援
施
策
へ
の
移

行
は
、
高
齢
者
の
方
々
に
も

理
解
い
た
だ
け
る
と
考
え
ま

す
。

（
賛
成
四
反
対
一
八
否
決
）

●
町
職
員
の
派
遣
等
に
関
す

る
条
例
の
改
正

討
論
な
し

（
賛
成
二
〇
反
対
二
可
決
）

賛
成

●
町
監
査
委
員
の
選
任

左
記
の
人
を
推
薦
し
ま
し

た
。

澁
谷
正
誼
氏
（
後

閑
）

ま
さ

よ
し（

全
会
一
致
同
意
）

─
討
論
の

あ
っ
た
も
の
─

●
町
立
に
い
は
る
こ
ど
も
園

条
例
の
制
定穂

苅
清
一
議
員

認
定
こ
ど
も
園
制
度
は
、

反
対

賛
成

反
対

反
対

反
対

反
対

反
対

賛
成

反
対

賛
成

このように
決めました。
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◇
一
般
会
計

─
討

論
─

原
澤
良
輝
議
員

町
教
育
委
員
会
が
行
っ
た

設
計
コ
ン
ペ
は
「
小
中
一
体

型
校
舎
」
で
す
。

一
体
型
校
舎
で
も
十
六
億

円
で
で
き
る
試
算
も
あ
り
、

水
上
地
区
学
校
施
設
整
備
検

討
委
員
会
の
報
告
を
活
か
す

努
力
を
し
て
下
さ
い
。

集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
復

旧
も
含
ま
れ
て
お
り
、
賛
成

で
す
。

（
全
会
一
致
可
決
）

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

─
討

論
─

原
澤
良
輝
議
員

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
・
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
は
全
国
で
六
六
二
議
会

が
提
出
し
て
い
ま
す
。
国
保

会
計
に
も
そ
の
支
援
の
た
め

の
新
た
な
負
担
が
あ
り
ま
す
。

河
合
生
博
議
員

国
民
健
康
保
険
を
取
り
巻

く
状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ

り
、
税
率
引
き
上
げ
も
現
実

的
に
避
け
て
通
れ
な
い
問
題

で
す
。
運
営
が
成
り
立
つ
よ

う
町
当
局
に
は
早
急
な
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
賛
成
二
〇
反
対
二
可
決
）

◇
老
人
保
健
特
別
会
計

◇
介
護
保
険
特
別
会
計

◇
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◇
水
道
事
業
特
別
会
計

◇
ス
キ
ー
場
事
業
特
別
会
計

（
全
会
一
致
可
決
）

反
対

賛
成

賛
成

※
以
下
は
全
会
一
致
で
可
決

●
真
沢
地
区
の
区
画
整
理
、

農
道
の
整
備

●
み
な
か
み
・
水
・「
環
境
力
」

寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）

条
例
の
制
定

●
出
産
一
時
金
増
額
の
条
例

改
正

●
簡
易
水
道
料
金
の
統
一
を

す
る
条
例
改
正

●
町
水
道
事
業
の
給
水
人
口

の
統
合
等
の
条
例
改
正

●
町
簡
易
水
道
事
業
の
給
水

人
口
統
合
等
の
条
例
改
正

●
赤
沢
ス
キ
ー
場
利
用
料
金

等
の
条
例
改
正

●
学
童
ク
ラ
ブ
移
転
に
伴
う

設
置
・
運
営
等
に
関
す
る

条
例
の
改
正

●
富
士
見
村
の
合
併
に
伴
う

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

の
規
約
変
更

●
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一

部
変
更

●
町
有
地
の
売
却

2 0 年 度 補 正 予 算（12月補正）

総 額主 な 内 容補 正 額項 目

134億817万7千円

福祉医療費
（13歳未満医療費無料化 町単独分）

／620万円
道路維持費(町道浅地坂下線)／141万8千円
諏訪峡大橋歩道補修工事／250万円
除雪費／857万4千円
就学支援事業
（新学習指導教材・子育て支援補助）

／1,670万円
水上中学校建設事業／1,390万円

など

1億4,338万7千円一 般 会 計

27億4,562万9千円

一般被保険者療養給付費
／1億2,344万7千円

後期高齢者支援金／2,520万6千円
介護納付金／▲2,220万円

など

1億1,325万5千円国民健康保険特

別

会

計

17億9,436万1千円電算保守委託料／286万7千円
など

286万7千円介 護 保 険

15億8,031万円圧送管布設工事（第2工区）／1,430万円
など

1,980万円下 水 道
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6人が質問を行いました。一般質問 を う

■
仏
岩
ト
ン
ネ
ル
湧
水

赤
谷
簡
易
水
道
な
ど
へ
有
効
活
用
を

໰
赤
谷
簡
易
水
道
で
は
、

渇
水
時
に
濁
り
・
臭
み

等
で
住
民
の
苦
情
が
絶
え
ま

せ
ん
。
仏
岩
ト
ン
ネ
ル
内
の

湧
水
を
有
効
活
用
す
れ
ば
、

住
民
の
悩
み
も
緩
和
さ
れ
る

と
考
え
ま
す
。

ま
た
赤
谷
地
区
に
は
千
葉

村
も
あ
り
、
年
間
４
万
人
の

研
修
宿
泊
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
早
急
に
赤
谷
方
面
に
ポ

ン
プ
ア
ッ
プ
し
、
取
水
口
に

流
し
安
心
安
全
な
水
の
供
給

に
努
め
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ホ
ッ
ケ
ー
場
改
修
し

公
式
競
技
に
対
応
さ
せ
て
は

教
育
長

県
と
の
連
携
が
必
要

໰
町
の
ホ
ッ
ケ
ー
場
を
人

工
芝
に
改
修
し
て
、
公

式
競
技
場
と
し
た
ら
、
他
県

か
ら
訪
れ
る
競
技
関
係
者
の

宿
泊
客
の
倍
増
や
、
温
泉
地

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
が
。

౴
教
育
長
ホ
ッ
ケ
ー
場

は
県
内
唯
一
の
施
設
で

あ
り
、
昭
和
五
十
八
年
に
行

わ
れ
た
「
群
馬
国
体
」
の
時

に
新
設
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

公
式
競
技
場
に
す
る
た
め

の
人
工
芝
張
り
替
え
費
用
は
、

約
四
億
二
千
万
円
が
試
算
さ

れ
、
町
の
財
政
状
況
を
考
慮

す
る
と
、
学
校
の
耐
震
補
強

工
事
が
完
了
し
た
段
階
で
検

討
し
た
い
。

町
独
自
の
財
政
で
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
県
と
連
携
し

な
が
ら
、
何
と
か
実
現
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

県
下
で
は
唯
一
の
ホ
ッ
ケ
ー
場

町町町政政 問問

仏岩にも水源は存在する

鈴
木

勲
議

員

౴
町
長
ト
ン

ネ
ル
内
の
湧

水
は
毎
時
八
ト
ン

以
上
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
水
上

側
に
集
水
枡
と

モ
ー
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
れ

ば
新
治
側
に
送
水

で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

色
度
臭
気
対
策

は
財
源
の
確
保
と

と
も
に
取
水
位
置

の
変
更
等
を
考
慮

に
入
れ
な
が
ら
、

現
在
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
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一 般 質 問

敬老バスカード
補助の復活を

町長 実態から効果薄いと判断

１
高
齢
者
が
増
え
て
も
利
用

者
は
減
少
し
、
利
用
促
進
の

効
果
が
見
ら
れ
な
い
、
２
バ

ス
カ
ー
ド
の
割
引
率
が
全
国

で
も
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
、

３
こ
の
様
な
制
度
を
実
施
し

て
い
る
都
道
府
県
が
な
い
、

等
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

町
で
は
自
己
負
担
二
千
九

百
円
・
町
負
担
百
円
で
こ
の

事
業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

町
が
百
円
負
担
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
千
三
百
五
十
円
の
補

助
効
果
が
あ
り
、
四
千
三
百

五
十
円
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
都
市
部
の
利
用
に
比

べ
大
幅
な
割
引
率
と
な
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
割

引
率
は
五
〇
％
で
、
利
用
者

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

໰
通
常
三
千
円
で
買
え
る

バ
ス
の
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
が
、
町
の
補
助
に
よ

り
、
お
年
寄
り
の
方
は
二
千

円
で
買
え
る
制
度
で
し
た
。

二
千
九
百
円
で
買
う
現
在

の
「
み
な
か
み
町
敬
老
バ
ス

カ
ー
ド
」
は
、
実
質
百
円
の

割
引
し
か
な
く
、
敬
老
の
精

神
が
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

役
場
に
行
く
交
通
費
を
考
え

れ
ば
、
買
い
に
行
く
価
値
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
販
売
数

が
激
減
し
た
こ
と
か
ら
も
分

か
り
ま
す
。
実
質
的
に
廃
止

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

利
根
沼
田
で
本
町
だ
け
が
、

敬
老
バ
ス
カ
ー
ド
の
恩
恵
が

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

利
用
す
る
方
は
、
車
が
な

い
高
齢
者
で
す
。
買
い
物
や

友
達
訪
問
、
病
院
な
ど
に
行

く
た
め
に
バ
ス
に
乗
り
ま
す
。

今
ま
で
頑
張
っ
て
日
本
を

支
え
、
町
を
つ
く
っ
て
き
た

お
年
寄
り
が
元
気
に
出
か
け

ら
れ
る
よ
う
、
敬
老
バ
ス

カ
ー
ド
へ
の
補
助
を
復
活
さ

せ
て
下
さ
い
。
地
域
に
と
っ

て
大
切
な
路
線
バ
ス
の
支
援

に
も
な
り
ま
す
。

町
民
か
ら
は
、
ぜ
ひ
二
千

円
に
戻
し
て
欲
し
い
と
い
う

声
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

౴
町
長
結
論
か
ら
言
う

と
、
賛
同
す
る
気
持
ち

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
事
業
は
昭
和
五
十
五

年
度
か
ら
県
の
補
助
事
業
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
平
成

十
七
年
度
で
県
は
廃
止
を
し

て
い
ま
す
。

島
崎

栄
一
議

員

高
齢
者
限
定
で
発
売
さ
れ
る
「
敬
老
バ
ス
カ
ー
ド
」
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一 問般 質

金
申
請
等
は
、
今
後
も
町
が

取
り
扱
う
こ
と
が
良
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

໰
町
民
の
生
命
を
守
る
う

え
で
欠
か
せ
な
い
国
民

健
康
保
険
は
、
か
つ
て
、
お

年
寄
り
は
医
療
費
無
料
で
し

た
。
現
在
、
高
い
国
保
料
を

払
え
な
い
滞
納
世
帯
か
ら
保

険
証
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
、

旧
須
川
小
校
舎
の
改
装
に
よ
り

整
備
が
進
む

໰
須
川
小
学
校
を
大
改
築

し
、
認
定
こ
ど
も
園
の

準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
法
律
が
出
来
て
二
年
、

県
内
で
は
ま
だ
十
二
カ
所
の

開
園
で
す
。
国
は
、
い
ま
見

直
し
作
業
中
で
す
。
規
則
緩

和
で
民
間
企
業
の
参
入
を
し

や
す
く
す
る
動
き
の
中
で
、

認
定
こ
ど
も
園
を
い
ち
早
く

進
め
る
の
は
、
拙
速
で
は
な

い
で
す
か
。

国
が
責
任
を
持
つ
べ
き
幼

児
教
育
と
保
育
行
政
を
、
経

費
削
減
と
い
っ
て
民
設
民
営

に
し
て
い
い
の
か
お
聞
き
し

ま
す
。

౴
教
育
長
町
と
し
て
は
、

幼
児
教
育
施
設
を
民
営

化
で
進
め
る
方
が
良
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
民

営
で
あ
っ
て
も
、
入
園
審
査
、

保
育
料
決
定
と
徴
収
、
補
助

౴
町
長
国
保
会
計
の
実

質
収
支
は
大
幅
な
赤
字

で
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
穴

埋
め
し
て
い
ま
す
。
国
保
会

計
へ
の
国
の
交
付
金
も
減
額

さ
れ
、
現
在
国
に
、
制
度
改

革
を
強
く
求
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

資
格
証
明
書
の
発
行
は
、

現
在
三
十
一
人
で
す
。
合
併

以
後
は
新
規
滞
納
者
に
発
行

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
国
民
皆

保
険
の
主
旨
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
分
納
等
で
資
格
証

明
書
の
発
行
者
が
出
な
い
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

幼
保
教
育
は
国
の
責
任

民
営
こ
ど
も
園
は
ま
だ
早
い
の
で
は

教
育
長

主
要
業
務
部
分
を
町
で
行
え
ば

穂
苅

清
一
議

員

■
国
民
保
険
制
度

滞
納
者
に
対
す
る
本
町
の
対
応
は

国
は
市
町
村
に
義
務
づ
け
て

資
格
証
明
書
を
発
行
さ
せ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
で
五
五
一

市
町
村
は
資
格
証
明
書
を
発

行
し
て
い
ま
せ
ん
。
本
町
の

実
態
と
町
長
の
考
え
を
お
聞

き
し
た
い
。
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一 般 質 問

໰
町
の
地
域
防
災
計
画
が

制
定
さ
れ
て
か
ら
一
年

九
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

計
画
に
あ
る
「
緊
急
消
防
援

助
隊
」「
自
主
防
災
組
織
」
な

ど
、
早
期
に
整
備
す
る
こ
と

や
、
総
合
訓
練
な
ど
こ
れ
か

ら
の
予
定
を
お
聞
か
せ
下
さ

い
。౴

町
長
平
成
二
十
一
年

度
は
「
災
害
時
ア
ク

シ
ョ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作

成
し
、
職
員
や
消
防
団
、
婦

人
会
等
で
災
害
対
応
訓
練
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
主
防
災
組
織
を
支
援
し
、

町
民
の
災
害
時
協
力
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

໰
町
に
は
、
災
害
時
に
関

わ
る
情
報
や
デ
ー
タ
が

各
課
ご
と
に
存
在
し
ま
す
。

こ
れ
を
一
元
化
し
て
共
有
す

れ
ば
、
有
事
の
際
の
素
早
い

対
応
が
で
き
る
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
す
か
。

౴
町
長
当
面
の
課
題
は

「
要
援
護
者
対
策
」
と

「
孤
立
集
落
対
策
」
で
す
。

防
災
関
連
部
局
と
福
祉
関
係

部
局
の
情
報
の
共
有
を
進
め

た
い
。

౴
保
健
福
祉
課
長
要
援

護
者
マ
ッ
プ
管
理
シ
ス

テ
ム
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
要
援
護
者
の
安
全

໰
町
の
水
道
施
設
、
特
に

浄
水
施
設
は
、
大
部
分

が
築
四
十
年
を
経
過
し
て
い

ま
す
。
高
度
浄
水
処
理
方
法

や
膜
濾
過
方
式
を
取
り
入
れ

ま
く
ろ

か

た
新
し
い
施
設
へ
の
転
換
を

考
え
て
い
ま
す
か
。

౴
町
長
財
政
の
許
す
限

り
、
緊
急
性
の
高
い
所

か
ら
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
。

■
浄
水
施
設
の
老
朽
化

新
浄
化
方
式
の
導
入
考
え
て
い
る
か

昨年はハザードマップが作成・配布された

地域防災計画
今後の推進予定は

町長「アクションマニュアル」作成など

林

一
彦
議

員

໰
一
度
滞
納
す
る
と
次
回

大
き
な
金
額
と
な
る
現

在
の
水
道
料
金
徴
収
方
法
を
、

二
ヶ
月
に
一
度
か
ら
旧
来
の

毎
月
徴
収
に
戻
し
て
は
ど
う

で
す
か
。

౴
生
活
環
境
課
長
大
き

な
問
題
等
が
発
生
し
た

ら
検
討
し
ま
す
。

の
た
め
の
体
制
を
図
り
た
い
。

໰
二
〇
一
一
年
の
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
に
伴
い
、

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
は
使
用
で

き
な
く
な
り
、
防
災
無
線
は

新
た
な
許
可
申
請
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
伝

達
手
段
と
し
て
、
防
災
ラ
ジ

オ
な
ど
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

౴
総
務
課
長
地
域
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
局
も
有
効
な
一

つ
の
手
段
と
考
え
て
い
ま
す
。

౴
町
長
特
に
水
上
地
区

は
、
防
災
ラ
ジ
オ
が
良

い
と
思
い
ま
す
。

避難訓練の様子（粟沢地区）

猿ヶ京簡易水道浄水施設
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一 問般 質

໰
緑
と
森
林
は
町
の
誇
り

で
す
が
、
松
枯
れ
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。
対
策
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

໰
水
上
地
区
学
校
施
設
検

討
委
員
会
は
「
同
一
校

舎
新
築
に
よ
る
小
中
一
貫
校

と
し
て
新
設
す
る
」
と
報
告

し
、
町
も
水
上
小
中
設
計
コ

ン
ペ
を
実
施
し
、
採
用
業
者

■
町
営
住
宅
の
ガ
ス
配
管

老
朽
化
で

事
故
の
危
険
は

౴
町
長
町
の
小
中
一
貫

教
育
は
六
・
三
制
の
枠

組
み
の
中
で
実
施
す
る
た
め
、

現
状
の
学
校
経
営
と
変
わ
ら

な
い
の
で
特
区
申
請
を
し
な

い
と
決
め
ま
し
た
。

໰
昭
和
五
二
年
前
後
に
建

設
し
た
町
営
住
宅
は
ガ

ス
の
配
管
が
古
く
な
り
、
一

部
使
用
で
き
な
い
事
例
も
あ

り
ま
す
。
ガ
ス
漏
れ
の
危
険

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

౴
町
長
建
設
か
ら
三
十

年
以
上
が
経
過
し
、

少
々
老
朽
化
し
ま
し
た
が
、

ガ
ス
漏
れ
の
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
。

౴
地
域
整
備
課
長
質
問

の
事
例
は
、
配
管
の
老

朽
化
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
相
違
に

よ
り
使
用
で
き
な
か
っ
た
も

の
と
聞
い
て
い
ま
す
。

■
水
上
地
区
小
中
一
貫
校

な
ぜ
特
区
申
請
を
し
な
か
っ
た
の
か

管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。౴

町
長
重
要
文
書
に
使

用
す
る
町
長
印
は
一
個

で
総
務
課
長
が
保
管
し
て
い

ま
す
。

（
右
）専
用
シ
ー
ト
で
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
を
駆
除
す
る

（
上
）松
林
を
い
か
に
被
害
か
ら
守
る
か

松
枯
れ
の
増
加
に
対
し

対
策
は
あ
る
か

町
長

重
点
的
な
保
全
を
考
え
て
い
る

原
澤

良
輝
議

員

■
町
の
意
思
決
定
過
程

町
長
印
の
管
理
は
万
全
か

໰
旧
伊
香
保
町
や
京
都
家

庭
裁
判
所
で
不
正
に
町

長
印
な
ど
が
使
用
さ
れ
、
裁

判
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
民

の
心
配
も
あ
り
、
町
長
印
の

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
小

中
一
貫
校
の
特
区
を

文
部
科
学
省
へ
申
請

し
な
い
こ
と
を
決
め

て
い
ま
す
。

水
上
中
の
耐
震
強

度
は
こ
の
時
点
で
分

か
っ
て
お
り
、
地
元

と
約
束
し
た
小
中
一

体
型
校
舎
は
、
は
じ

め
か
ら
建
設
し
な
い

予
定
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
お
聞
き
し
ま

す
。

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
（
水
上
中
学
校
）

౴
町
長
利
根
沼
田
地
域

も
片
品
村
を
除
く
全
域

で
発
生
し
て
お
り
、
み
な
か

み
町
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。被

害
木
が
広
域
に
散
在
す

る
た
め
、
黒
岩
八
景
を
含
む

三
七
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
「
守

る
べ
き
松
林
」
と
し
て
重
点

的
に
保
全
し
て
い
き
た
い
。
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໰
駅
の
風
景
は
そ
の
地
域

の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
り

ま
す
。
温
泉
地
の
駅
は
、
観

光
だ
け
で
な
く
文
化
的
な
も

の
で
あ
り
、
昭
和
世
代
に
は

特
別
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。

駅
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

౴
町
長
水
上
駅
等
の
整

備
は
大
切
で
す
。
Ｊ
Ｒ

と
協
調
し
て
い
く
、
後
閑
地

区
は
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
で
行
い
ま
す
。
上
牧
駅
は

三
回
の
地
元
説
明
会
で
意
見

を
伺
い
、
要
望
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
等
は
今
後
Ｊ
Ｒ
と
相

談
し
た
い
。

໰
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
で
、
月
夜
野
地
区
の

駅
整
備
や
地
域
活
性
化
文
化

事
業
の
活
用
を
考
え
て
い
ま

す
か
。

౴
地
域
整
備
課
長
月
夜

野
地
区
の
駅
前
整
備
に

は
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。໰

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
に
上
牧
駅
も
含
め
て
、

県
補
助
を
活
用
し
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
の
設
置
を
検
討
す
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

౴
教
育
長
平
成
二
十
年

度
か
ら
学
習
面
・
生
活

面
等
、
個
別
の
支
援
活
動
を

行
い
、
先
生
と
支
援
員
と
の

連
携
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま

す
。
支
援
員
の
配
置
は
、
各

校
の
状
況
を
配
慮
す
る
中
で

必
要
性
の
高
い
学
校
を
対
象

に
選
定
し
て
い

ま
す
。

໰
支
援
員
と

社
会
福
祉

協
議
会
と
の
連

携
は
考
え
て
い

ま
す
か
。

౴
町
長
必

要
な
制
度

で
あ
り
、
現
状

を
把
握
し
、
ど

の
よ
う
に
対
応

す
る
か
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

温泉地の印象決める
駅周辺の整備を
町長 JRと協調・相談したい

前
田

善
成
議

員

■
特
別
支
援
教
育

支
援
団
体
と
の
連
携
な
ど
町
の
対
応
は

౴
観
光
商
工
課
長
要
望

は
伺
っ
て
い
ま
す
が
、

県
か
ら
は
、
ま
だ
設
置
さ
れ

て
い
な
い
乗
降
数
の
多
い
駅

か
ら
優
先
的
に
整
備
し
て
い

き
た
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

໰
ロ
ー
カ
ル
線
の
中
之
条

駅
が
設
置
で
き
た
の
で
、

検
討
し
て
欲
し
い
。

供
陸
蒸
気
の
駅
僑
と
し
て

名
が
知
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

໰
町
は
障
害
者
支
援
の
た

め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社
会
福

祉
協
議
会
と
の
連
携
を
推
進

し
て
い
ま
す
が
、
多
動
性
障

害
と
い
っ
た
児
童
に
対
す
る

特
別
支
援
員
に
つ
い
て
の
町

の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。
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興
最
新
鋭
の
浄
水
施
設

朝
霞
浄
水
場

域
育

違
違

違
域

育
違

違
違

朝
霞
浄
水
場
は
、
東
京
最

大
、
日
本
で
二
位
の
処
理
能

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

本
町
の
四
つ
の
ダ
ム
の
水

が
、
オ
ゾ
ン
、
活
性
炭
を
組

み
合
わ
せ
た
高
度
処
理
を
行

う
事
で
、
五
〇
％
の
都
民
に

お
い
し
い
水
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
環
境
と
テ
ロ
対
策

の
た
め
に
、
池
の
上
に
二
七

〇
戸
分
の
発
電
が
可
能
な
太

陽
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
給
水
原
価
は
㌧
当
り
二

一
〇
円
で
し
た
。

興
幼
保
連
携
の
取
組
み

西
方
な
か
よ
し
子
ど
も
園

域
育

違
違

違
域

育
違

違
違

児
童
百
六
十
三
名
、
職
員

一
七
名
の
幼
保
連
携
型
の
取

組
み
に
触
れ
ま
し
た
。

職
員
の
効
率
化
、
保
護
者

が
就
労
に
関
係
な
く
利
用
で

き
る
利
点
や
、
幼
稚
園
と
保

育
園
の
指
導
法
の
違
い
、
保

育
士
以
外
に
教
諭
資
格
の
必

要
性
が
生
じ
る
事
な
ど
の
悩

み
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
入
園
す
る
ま
で
の

交
流
の
場
と
し
て
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
も

強
く
感
じ
ま
し
た
。

11/26-27

（
右
）水
道
管
の
実
物
を
展
示

（
上
）浄
化
の
仕
組
み
を
実
験
を
交
え
説
明

悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉視察報視察報告告

厚生常任委員会 ・最新鋭の浄水施設
東京都水道局朝霞浄水場（埼玉県）

報告：
委員長 本多秀

・幼保連携の取組み
西方なかよし子ども園（栃木県）

浄水場全景 細かい格子状のパネルは太陽電池

委
員
長
あ
い
さ
つ

園
内
の
様
子
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興
情
報
拠
点
を
ア
ピ
ー
ル

ぐ
ん
ま
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

域
育

違
違

違
域

育
違

違
違

マ
ス
コ
ミ
を
使
っ
た
観
光

宣
伝
、
企
業
誘
致
な
ど
の
情

報
の
拠
点
と
し
て
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
何
を
メ
イ
ン
で
売

り
込
み
、
マ
ス
コ
ミ
に
情
報

提
供
す
る
か
等
の
攻
め
の
姿

勢
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
十
九
日
に
は
、
み

な
か
み
町
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

観光コンセプトを意識したデザインのトイレ「磯菊の詩野箱」

12/4-5

興
観
光
地
と
し
て
の
取
組
み

伊
東
市

域
育

違
違

違
域

育
違

違
違

市
観
光
基
本
計
画
は
、
事

業
者
、
市
民
、
行
政
が
共
有

す
る
計
画
で
、
三
年
ご
と
に

見
直
し
、
観
光
振
興
に
活
か

し
て
い
ま
す
。

特
に
「
町
を
愛
す
る
心
、

も
て
な
し
の
心
、
市
民
と
観

光
客
の
交
流
を
奨
め
る
」
を

基
本
に
活
動
し
、
自
然
歴
史

案
内
人
や
、
三
十
三
ヶ
所
あ

る
観
光
ト
イ
レ
設
置
（
す
べ

て
固
有
の
名
称
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
）
の
取
組
に
活
か
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉視察報視察報告告

産業観光常任委員会 ・情報拠点をアピール
ぐんま総合情報センター「ぐんまちゃん家」（東京都）

報告：
委員長 小野章一

・観光地としての取組み
伊東市（静岡県）

老
舗
旅
館
の
建
物
を
転
用
し
て

資
料
館
と
し
て
活
用（
二
点
と
も
）

二
階
入
口
付
近

十
九
日
は
町
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た

（
上
）正
面
玄
関

町
職
員
が
Ｐ
Ｒ
活
動

（
左
）イ
ベ
ン
ト
の
様
子
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悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉視察報視察報告告
企業誘致活性化振興特別委員会 ・工場誘致の実例

鞍掛第三工業団地（邑楽町）

興
工
場
誘
致
の
実
例

鞍
掛
第
三
工
業
団
地

域
育

違
違

違
域

育
違

違
違

鞍
掛
第
三
工
業
団
地
で
は
、

分
譲
内
容
・
価
格
、
用
水
設

備
、
電
力
、
通
信
、
優
遇
制

興
処
理
場
の
保
全

今
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

域
育

違
違

違
域

育
違

違
違

町
に
も
ゴ
ミ
処
理
場
跡
地
が
あ

り
、
今
後
の
企
業
誘
致
の
た
め
、

ベ
ス
ト
の
方
法
を
検
討
す
る
事
を

目
的
と
し
て
、
今
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
過
去
に
大
雨

に
よ
る
増
水
で
、
埋
め
立
て
ら
れ

た
ゴ
ミ
が
流
出
す
る
事
故
が
あ
り

ま
し
た
。
県
の
指
導
に
よ
り
復
旧

工
事
を
実
施
し
、
県
環
境
整
備
課

な
ど
が
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
二
十

六
項
目
の
水
質
調
査
を
行
い
、
安

全
性
を
確
認
し
た
等
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

（上）クリーンセンター外観
（下）クリーンセンター前にて

報告：
委員長 森下 直11/20

鞍
掛
第
三
工
業
団
地
（
赤
線
で
囲
わ
れ
た
部
分
）

※
群
馬
県
発
行
「
群
馬
企
業
立
地
の
ご
案
内
」
よ
り

・処理場の保全
今市クリーンセンター（栃木県）

度
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
、
県
関
係
部
署
と

の
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
み

な
か
み
町
企
業
誘
致
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

説明を受ける
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両
園
と
も
、
民
設
民
営
で

あ
り
、
理
事
長
の
も
と
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、
よ
り
良

き
保
育
の
あ
り
方
と
健
全
経

営
の
両
立
を
目
指
し
て
、

日
々
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

少
子
化
の
中
、
地
域
に
お

け
る
保
育
園
の
果
た
す
役
割

が
、
よ
り
大
き
く
な
っ
て
お

り
、
子
育
て
支
援
に
お
い
て

も
就
学
前
幼
児
教
育
の
充
実

と
合
わ
せ
て
取
り
組
む
必
要

を
強
く
感
じ
た
視
察
で
し
た
。

教育施設等検討特別委員会 中間報告

みなかみ町教育施設等の
整備のあり方について（抜粋）

報告：委員長 高橋市郎

悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉視察報視察報告告

社会福祉法人三峰会
月夜野保育園（月夜野）

11111//1212
社会福祉法人子育て会
子育保育園（昭和村）

計新 治水 上幸 知藤 原月夜野北桃 野古馬牧年齢＼学区名
1182819601025300歳
130421914318431歳
112252163915332歳
1473321102628473歳
150412364625454歳
156422462828465歳
168483582730386歳
981259162431749169282計

１
保
育
園
・
幼
稚
園
に
つ
い

てみ
な
か
み
町
内
の
保
育

園
・
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

幼
保
一
体
型
施
設
等
の
こ
ど

も
園
を
検
討
し
、
将
来
的
に

は
民
営
化
に
よ
る
運
営
を
目

指
す
こ
と
。

２
小
学
校
に
つ
い
て

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
で

き
る
よ
う
な
学
校
配
置
を
検

討
す
る
こ
と
。

３
中
学
校
に
つ
い
て

学
校
施
設
の
安
全
性
の
確

保
を
優
先
し
、
将
来
的
な
中

学
校
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
行
う
こ
と
。

そ
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
は
各
地
域
に
そ
れ

ぞ
れ
一
校
を
存
続
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
こ
と
だ
が
、
今

後
の
少
子
化
等
を
考
慮
す
る

と
、
将
来
的
に
は
統
合
を
検

討
す
る
中
で
、
町
内
一
校
の

中
学
校
運
営
に
向
け
て
の
調

査
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
。

以
上
、
中
間
報
告
と
い
た

し
ま
す
。

町
内
学
区
別
・
年
齢
別

出
生
状
況
表

（
単
位
：
人
）

※
平
成
二
十
年
四
月
現
在
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亨 亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨

審議結果付託委員会提 出 者件 名受理年月日ᶺ

不 採 択厚 生
前橋市桶越町183‐4
全日本年金者組合 群馬県本部
執行委員長 小崎洋一郎 ほか1人

全額国庫負担による
最低保障年金制度創設を
政府に求める

20.11.119
請
願

採 択産業観光みなかみ町後閑5
後閑区長 石坂恒雄 ほか13人

後閑稗田地区筆界未定地解消に
ついて20.11.1810

趣旨採択厚 生
みなかみ町布施71‐2
NPO法人みんなの太助さん
理事長 永井公司 ほか9人

湯宿温泉に所在する旧新治村保
健センター施設を認知症対応型
共同生活介護施設（グループ
ホーム）として活用させていた
だきたい

20.8.25
（継続審査分）
6

陳
情

議会だより編集委員会
◆委 員 長 林 一彦
◆副委員長 阿部 賢一
◆委 員 前田 善成 原澤 良輝

河合 幸雄 本多 秀

議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会議会ををををををををををを傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴傍聴しししししししししししてててててててててててみみみみみみみみみみまままままままままませせせせせせせせせせんんんんんんんんんんかかかかかかかかかか？？？？？？？？？？みませんか？
◆３月の定例会は、
6～19日を予定しております。
※なお、会期は、定例会開会日に決定します。

─お問い合わせは─ 議会事務局まで
察25‐5023（直通）

平平平成成
21年21年度度

小・中学校に入学する
家庭を支援します

町では、急速に進む少子化の背景
を踏まえ、「みなかみ町子育て支援
条例」を制定し、子育て家庭の支援
に取り組むこととなりました。
町では、この条例の制定を受け、

少子化対策の一環として、みなかみ寂 惹弱弱弱弱弱
町在住で町内の小中学校等（特別支寂 惹弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱
援学校、中高一貫校を含む）に入学寂 惹弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱
する児童生徒の保護者の方々に対し寂 惹弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱
て、入学時にかかる費用の軽減を図寂 惹弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱
ることを目的に、入学支援を実施し寂 惹弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱
ます。寂 惹弱弱弱
今回は、みなかみ町商工会で発行

しております「商品券」を、小学校
寂 惹弱弱弱弱

入学2万円・中学校入学4万円分交付
寂 惹弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱
いたします。

寂 惹弱弱弱弱弱弱弱

詳細はお問い合わせ下さい。
役場保健福祉課
福祉・窓口グループ
☎25‐5009（直通）
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議会の動き

昭和村合併50周年記念式典1（土）

月

11

第4回みなかみ町文化祭（～3日）2（日）

水上農業まつり

議会全員協議会4（火）

企業誘致活性化振興特別委員会

水上地区学校施設等検討委員会

郡正副議長・正副常任委員長・事務局長研修会5（水）

議会広報研修会7（金）

新治農業まつり9（日）

郡定例議長会11（火）

学校組合議会

教育施設等検討特別委員会視察（昭和村・月夜野）12（水）

議会全員協議会13（木）

企業誘致活性化振興特別委員会

産業観光常任委員会

厚生常任委員会

環境力推進委員会委嘱式

環境ポスター表彰式

ホッケー全国大会出場選手壮行会

老人クラブ連合会新治支部芸能発表会14（金）

利根商業高等学校峻嶺祭15（土）

遺族の会利根郡支部研修会17（月）

「天地人」作家火坂雅志氏講演会18（火）

町村議会議長会全国大会（東京）19（水）

企業誘致活性化振興特別委員会県外視察
（邑楽町・栃木県）20（木）

水上支所管内冬季交通対策本部設置会議

みなかみ祭り運営委員会

町障害者施策推進協議会21（金）

小口資金融資審査会

利根沼田青少年柔剣道大会・50周年祝賀会23（日）

誘致企業訪問調査（愛媛県/～26日）25（火）

教育施設等検討特別委員会

広域圏組合議会定例会

厚生常任委員会県外視察
（埼玉県・栃木県/～27日）26（水）

藤原湖マラソン大会コース検討会議27（木）

誘致企業進出基本協定調印式28（金）

資源リサイクルセンター運営委員会1（月）

月

12
新三国トンネル早期開削要望活動（東京）2（火）

ふれあい交流会3（水）

議会運営委員会

議会全員協議会

町有地管理調査会

産業観光常任委員会県外視察
（東京都・静岡県/～5日）4（木）

月

12

水上高原スキー場安全祈願祭6（土）

天神平スキー場安全祈願祭

協働のまちづくり委員会8（月）

第8回みなかみ町議会12月定例会（開会日）9（火）

第8回みなかみ町議会12月定例会（一般質問）10（水）

常任委員会11（木）

宝台樹スキー場安全祈願祭13（土）

教育施設等検討特別委員会15（月）

県畜産共進会祝賀会16（火）

都市計画審議会17（水）

第8回みなかみ町議会12月定例会（閉会日）

ノルンスキー場安全祈願祭18（木）

小口資金融資審査会

谷川岳エコツーリズム設立準備会

スキーリゾート＆そばまつり（東京）19（金）

県議会新春交流会6（火）

１

月

上毛新聞社新年交歓会

議会だより編集特別委員会8（木）

沼田警察署初点検9（金）

利根沼田農業協同組合新年祝賀会

県中学校総合体育大会スキー大会11（日）

町消防団出初め式

町成人式

郡定例町村会13（火）

郡定例議長会

協働のまちづくり委員会14（水）

群馬県市町村トップセミナー

町新年賀詞交歓会15（木）

議会だより編集特別委員会16（金）

町子供会かるた大会18（日）

総務文教常任委員会県外視察（静岡県/～20日）19（月）

291号線整備促進期成同盟会

町婦人会新年会20（火）

議会運営委員会21（水）

水上地区学校施設等検討委員会

FMOZE新春を祝う集い22（木）

議会全員協議会23（金）

議会だより編集特別委員会

町小中学校スキー大会27（火）

町障害者施策推進協議会28（水）

水上高原リファインオープンパーティ30（金）

町身障者福祉連合会新年会

上毛新聞社旗争奪ゲートボールGB選手権大会31（土）

＊平成20年11月～平成21年１月



みなかみ議会だより（第14号） 16

明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
生
み
な
か
み
町
も
四
年

目
を
迎
え
、
本
当
の
意
味
で
、

町
の
方
向
を
決
定
す
る
時
期

と
な
り
ま
し
た
。

議
会
の
一
員
と
し
て
、
住

民
の
方
々
の
生
の
声
を
心
情

と
共
に
、
あ
り
の
ま
ま
に
町

に
つ
な
ぎ
、
日
々
の
活
動
を

住
民
の
方
に
わ
か
り
や
す
く

伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
活
動
の
様
子
を
正
確

に
、「
よ
り
身
近
に
」「
よ
り

親
し
み
や
す
く
」、
そ
し
て

「
よ
り
ス
リ
リ
ン
グ
に
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
議
会
だ
よ
り
の

制
作
・
編
集
に
心
が
け
て
い

き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

温
か
い
心
で
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

前
田
善
成

国
の
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

本
計
画
」
で
、
全
国
の
各
市

町
村
に
一
つ
以
上
の
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
育
成
と
い
う

目
標
が
あ
り
ま
す
。
国
は
、

県
・
市
町
村
体
育
協
会
と
の

連
携
と
協
力
で
、
住
民
に
よ

る
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
は
、
複
数
の
種
目
を
子

供
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域
住

民
の
誰
も
が
集
い
、
技
術
・

体
力
に
応
じ
て
活
動
で
き
る

ク
ラ
ブ
で
す
。
多
く
の
住
民

が
会
員
に
な
り
、
会
費
を
負

担
す
る
こ
と
で
財
政
基
盤
も

整
い
、
地
域
住
民
が
運
営
す

る
ク
ラ
ブ
で
す
。

現
在
、
県
内
十
九
市
町
村

三
〇
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
月
夜
野
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
は
平
成
十
九
年
、
二
十

年
度
は
設
立
準
備
委
員
会
ク

あ
る
社
会
づ
く
り
に
重
要
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。
二
十
一

年
四
月
の
設
立
に
向
け
、
準

備
委
員
会
で
は
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、
よ
り

多
く
の
人
が
生
涯
を
通
し
て

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
ク
ラ

ブ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ラ
ブ
と
し
て
、
ホ
ッ
ケ
ー
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
、

ス
キ
ー
、
ロ
ー
ラ
ー
、
カ

ヌ
ー
、
陸
上
競
技
な
ど
、
地

域
の
環
境
や
特
徴
を
生
か
し

た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
や

指
導
者
の
研
修
な
ど
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
は
人
々
の
「
こ

こ
ろ
や
か
ら
だ
」
の
健
康
で

豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

つ
く
り
、
夢
や
生
き
が
い
の

月夜野スポーツクラブ
会 長 石 倉 和 雄（上石倉）

来年度の活動開始に向け準備が進む


